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防
護
柵

擁
壁
工

Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ ガードレール Ｃ:衝撃度種別、４：支柱間隔、Ｅ:土中建て込み

Dc^(D)-a-b-c （落し）ふた付集水ます a:タテ,b:横,c:深さ

Ｐ（Ｐｏ-Ｂ）-φD(Sd-B)-L 高密度ポリエチレン管（半溝形Ｂ型基礎） D:管径、基礎形式（B:半溝型90°砂基礎）

Dc-a-b-c 集水ます a:タテ,b:横,c:深さ

Ｐ（Ｐｏ-Ｂ）-φＤ 仮排水管 D:管径

用
排
水
管

集
水
ま
す

／
記号説明表

（ ５／９ ）

【 本線：附帯工 】

工種 記号 名称 記号説明 標準図集Ｎｏ.

Ds-PuL-a-b-L プレキャストコンクリ-ト長尺U型側溝 PuL:長尺Pu,a:幅,b:深さ,L:延長
用
排
水
溝

事務所名
東日本高速道路株式会社　東北支社

横手工事事務所

図面の種類 記号説明表

縮　　尺 図示 図面番号 -

設計会社名

施工会社名

秋田自動車道
和賀仙人トンネル東工事
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土押え工（北上西10） 土押え工（北上西11）

位置図

横 手 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　東北支社

1:2500

事務所名

秋 田 自 動 車 道

和賀仙人トンネル東工事

図面番号

中央復建コンサルタンツ株式会社

縮　　尺

S=1:2500土押え工　位置図

※のり面形状は一期線施工当時の完成図を再現しているものであり、横断図や現地の状況とは必ずしも一致しないため注意すること X=-77.
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(既設天端)

既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ t=10㎜
(端部10㎜～中央65㎜)
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33

166.874
166.874

500 4500 500

勾配コンクリート
(0㎜～55㎜,想定)

167.294 167.204

背面地盤高

コンクリート

4
3
0

3
4
0

167.249

3
8
5

5500 墜落防止柵(P種)
(別途施工)

注1)既設カルバートが劣化している状況では、接合面として所定の効果が得られないためチッピングを行うこと。

注2)土押え設置部分の勾配コンクリートは、チッピング時に撤去し平らに均すものとする。
注3)墜落防止柵は別途施工とする。支柱の基礎構造や位置等の詳細は別途設計を確認すること。

　　チッピングの深さは10㎜としているが、施工時にコンクリートの劣化状況を確認し適宜チッピングの深さを決めること。

(端部10㎜～中央65㎜)

(既設天端)
(既設天端)

166.864 166.864

既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ t=10㎜

箱抜き箱抜き

コンクリート

設 計 基 準 強 度

許 容 せ ん 断 応 力 度

許 容 付 着 応 力 度

骨 材 の 最 大 寸 法

降 伏 点 応 力 度

許 容 引 張 応 力 度

許 容 曲 げ 圧 縮 応 力 度

使用材料の規格および許容応力度

鉄  筋  (SD345)

2N/㎜30
2N/㎜10
2N/㎜0.25
2N/㎜1.8

㎜25

2N/㎜345
2N/㎜180

項    　　目 種　　別 単位 数   量 摘   要

コンクリート σck=30N/mm2

型  わ  く (C)

鉄　　筋
A

D13

D16～D25

鉄筋A 計
( SD345 )

アンカー工

3m
2m

t

〃

〃

本

数　量　表

4.7

0.052

46

---

0.052

土
押
え
設
置
工

既設はつり工 2m 2.8チッピング

1.1

2

接着系あと施工アンカーD13用

土押え工 m 5.5

1基当り

はく落防止対策工A 2.1m繊維シート
3足場工 32.1空m

単位規　　格名　　称 数　量

10箇所当り

m円形空洞型枠

数 量 表(立入防止柵基礎箱抜き)
摘　要

3.00 φ100

3
0
0

φ100

φ60.5 × 2.3

円形空洞型枠φ100

※別途工事

図面の種類

縮　　尺 図面番号

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示

横手工事事務所

東日本高速道路株式会社　東北支社

和賀仙人トンネル東工事

秋 田 自 動 車 道

中央復建コンサルタンツ株式会社

/

STA.32+41.6 北上西10 土押え詳細図(1)

STA.32+41.6 北上西10 土押え詳細図(1)

平 面 図 ( 3 - 3 ) S=1:100

側 面 図 ( 1 - 1 ) S=1:100 断 面 図 ( 2 - 2 ) S=1:100

立入防止柵基礎箱抜き詳細図 S=1:200
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3 - 3 (側面図) S=1:60
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記 号 径 長　さ 本 数 単位質量 質　量 摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

合計

鉄筋A 集計(SD345)

52

D13 kg52

合計 kg52

670 23

700 23

5300 4

0.995 0.667 15

鉄 筋 質 量 表
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D13
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接着系あと施工アンカー
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(D13用,削孔径φ23mm,L=100㎜)
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289

294
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鉄 筋 加 工 寸 法 表

主　筋

R

ΔL=2R-a

主　　　　筋

θ≦90ﾟ θ＝135ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ

R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3

D16 48 75 21 88.0 69 4

φ

12φ

θ

a

4-D13x53003
A

5301

0.995

0.995

注1）( )内寸法は主筋位置(A1,A2)でのかぶりを示す。

注2）あと施工アンカー削孔時においては、既設カルバートの
     鉄筋位置を確認し干渉する場合は適宜配筋を変更すること。

注3）アンカー筋(A1及びA2)については、アンカー側の先端を片面カット加工とする。

注4）既設コンクリートのチッピング深さ10㎜を考慮した鉄筋長としているが、現場

(
1
0
0
)

D13 D13

90
°
0'
0"

699

(
1
0
0
)

(
9
4
)

(
9
4
)

44

11

3

22

D131
A

D132
A

　　 にて深さを変更する場合は必要に応じて鉄筋長を修正すること。

図面の種類

縮　　尺 図面番号

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:60

横手工事事務所

東日本高速道路株式会社　東北支社

和賀仙人トンネル東工事

秋 田 自 動 車 道

中央復建コンサルタンツ株式会社

/

STA.32+41.6 北上西10 土押え詳細図(2)

STA.32+41.6 北上西10 土押え詳細図(2)
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(750) (9250)

14%
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(500)

(2%)
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0

勾配コンクリート
(0㎜～50㎜)

墜落防止柵(P種)
(別途施工)

頂版

5
5
0

3
6
0
0

6
0
0

(既設天端)

174.691

既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ t=10㎜
(端部10㎜～中央60㎜)

1

1

22
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3800

600

5000

5043
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82°
30'0"

袖擁壁 袖擁壁

2
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墜落防止柵(P種)
(別途施工)

5
5
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3
6
0
0

6
0
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コンクリート

175.044 174.958

605 3833 605

5043

3
1
0

3
1
0

勾配コンクリート
(0㎜～50㎜)

33

175.001

墜落防止柵(P種)
(別途施工)

174.658
174.744

注1)既設カルバートが劣化している状況では、接合面として所定の効果が得られないためチッピングを行うこと。

注2)土押え設置部分の勾配コンクリートは、チッピング時に撤去し平らに均すものとする。
注3)墜落防止柵は別途施工とする。支柱の基礎構造や位置等の詳細は別途設計を確認すること。

　　チッピングの深さは10㎜としているが、施工時にコンクリートの劣化状況を確認し適宜チッピングの深さを決めること。

(既設天端)
(既設天端)

174.734
174.648

(端部10㎜～中央60㎜)
既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ t=10㎜

箱抜き

コンクリート

設 計 基 準 強 度

許 容 せ ん 断 応 力 度

許 容 付 着 応 力 度

骨 材 の 最 大 寸 法

降 伏 点 応 力 度

許 容 引 張 応 力 度

許 容 曲 げ 圧 縮 応 力 度

使用材料の規格および許容応力度

鉄  筋  (SD345)

2N/㎜30
2N/㎜10
2N/㎜0.25
2N/㎜1.8

㎜25

2N/㎜345
2N/㎜180

項    　　目 種　　別 単位 数   量 摘   要

コンクリート σck=30N/mm2

型  わ  く (C)

鉄　　筋
A

D13

D16～D25

鉄筋A 計
( SD345 )

アンカー工

3m
2m

t

〃

〃

本

数　量　表

3.8

0.045

42

---

0.045

土押え

既設はつり工 2m 2.5チッピング

設置工

0.9

接着系あと施工アンカーD13用

土押え工 m 5.043

1基当り

足場工 3空m 19.6

単位規　　格名　　称 数　量

10箇所当り

m円形空洞型枠

数 量 表(立入防止柵基礎箱抜き)
摘　要

3.00 φ100

3
0
0

φ100

φ60.5 × 2.3

円形空洞型枠φ100

SA4(2)

※別途工事

図面の種類

縮　　尺 図面番号

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示

横手工事事務所

東日本高速道路株式会社　東北支社

和賀仙人トンネル東工事

秋 田 自 動 車 道

中央復建コンサルタンツ株式会社

/

STA.35+30 北上西11 土押え詳細図(1)

平 面 図 ( 3 - 3 ) S=1:100

側 面 図 ( 1 - 1 ) S=1:100 断 面 図 ( 2 - 2 ) S=1:100

STA.35+30 北上西11 土押え詳細図(1)

立入防止柵基礎箱抜き詳細図 S=1:200

5    23



3 - 3 (側面図) S=1:60

A 1

2

3

記 号 径 長　さ 本 数 単位質量 質　量 摘　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

合計

鉄筋A 集計(SD345)

45

D13 kg45

合計 kg45

590 21

660 21

4840 4

0.995 0.587 12

鉄 筋 質 量 表

D13

D13

D13 0.657

4.82

14

19

接着系あと施工アンカー

D13用 本42

1 - 1 (土押え前面) S=1:60

2 - 2 (土押え背面) S=1:60

4 - 4 (平面図) S=1:60

5
0
0

1
0
0

3
0
0

1
0
0

D133
A

21-D13x5901
A

(
埋

込
長
)

21-D13x6602
A

鉄 筋 加 工 寸 法 表

主　筋

R

ΔL=2R-a

主　　　　筋

θ≦90ﾟ θ＝135ﾟ

径 R=3φ R=5.5φ

R a △L R a △L

D13 39 61 17 71.5 56 3

D16 48 75 21 88.0 69 4

φ

12φ

θ

a

4-D13x48403
A

4842

0.995

0.995

11

22

5043

420 16@250=4000 421 88114
2@210.5=2@210=

3

3

82°
30'0"

5043

420 16@250=4000 421 11488
2@210.5=2@210=

100 100

(2%)

1
0
1

3
0
2

1
0
1 5
0
4

既設頂版

1 2

D131
A

D132
A

504

101 302 101

1 2

3
1
0

1
0
2

(
1
0
0
)

4

1
3
0 9
1

3
7
0(
9
3
)

1
4
9 1
3
0

7
8

接着系あと施工アンカー
(D13用,削孔径φ23mm,L=100㎜)

4

3
1
0

1
0
2

7
8

4

(
1
0
0
)

1
3
0

3
1
0

1
0
2

7
8

4(
1
0
0
)

1
3
0

5043

420 16@250=4000 421 88114
2@210.5=2@210=

3

3

D133
A

D131
A

3
7
04 (
9
3
)

1
3
0

3
7
0

9
1

4(
9
3
)

1
3
0

5043

420 16@250=4000 421 11488
2@210.5=2@210=

3

3

D133
A

1
4
9

1
4
9

9
1

D132
A

302

1
0
02
7
9

302

(
埋

込
長
)

1
0
0
2
0
8

D131
A

D132
A

注1）( )内寸法は主筋位置(A1,A2)でのかぶりを示す。

注2）あと施工アンカー削孔時においては、既設カルバートの
     鉄筋位置を確認し干渉する場合は適宜配筋を変更すること。

注3）アンカー筋(A1及びA2)については、アンカー側の先端を片面カット加工とする。

注4）既設コンクリートのチッピング深さ10㎜を考慮した鉄筋長としているが、現場
　　 にて深さを変更する場合は必要に応じて鉄筋長を修正すること。

図面の種類

縮　　尺 図面番号

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:60

横手工事事務所

東日本高速道路株式会社　東北支社

和賀仙人トンネル東工事

秋 田 自 動 車 道

中央復建コンサルタンツ株式会社

/

STA.35+30 北上西11 土押え詳細図(2)

STA.35+30 北上西11 土押え詳細図(2)
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d a

B

g

45°

b
f

ce

R5
0

d

e

項  目

種  別

寸   法   (mm)

a b c d e f g

300 300 260 40 50 50 300Ds-PuL -0.3･0.3

参考質量

(kg)

222

B

380

項　目 種　別 単位 数　量 摘　要

㎥ 0.46有筋Ds-PuL-0.30-0.30 222kg/2.0m

項　目 種　別 単位 数　量 摘　要

㎥ 0.79集水ます　無筋

㎥ 0.08ふた　有筋

図集より

図集より

800 200200

1200

8
00

2
00

1
2
00

2
00

基礎材 B

コンクリート(C1-1)

800 200200

1200

1
00

8
00

1
50

1
50

1
0
50

50 1200 50

1300

1300

Ds-PuL

10m当り材 料 表

番

施

名

尺

面の種類図

縮

会工 社名

事 務 所

号面図

東日本高速道路株式会社　東北支社

1:25

横 手 工 事 事 務 所

設 大成エンジニアリング株式会社会計 社名

秋 田 自 動 車 道

和賀仙人トンネル東工事

岩沢工事用道路①

撤去詳細図

岩沢工事用道路 撤去詳細図

Dc^(D)-0.80-0.80-0.80

1箇所当り材 料 表

寸 法 表
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